<< 情報Ｂ >>　シラバス作成用資料

① 学習の到達目標等

	教科名 （情報）
科目 「情報Ｂ」
	単位数
	学科・学年・学級
	使用教科書・副教材

	
	２単位
	○○科　　○学年
	高等学校「新版 情報Ｂ」教科書　開隆堂出版

「新版 情報Ｂ」サブノート　開隆堂出版

	学習の到達目標
	コンピュータにおける情報の表し方や処理の仕組み，情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解させ，問題解決においてコンピュータを効果的に活用するための科学的な考え方や方法を習得させる。

	評価の観点
	・コンピュータにおける情報の表し方や処理の仕組みに関心をもち，問題解決においてコンピュータを効果的に活用しようとするとともに，情報社会に主体的に対応しようとする。＜関心・意欲・態度＞

・問題解決においてコンピュータを効果的に活用するための方法を工夫したり，結果を踏まえて改善したりするとともに，情報技術が社会に及ぼす影響を踏まえた適切な判断をする。＜思考・判断＞

・問題解決においてコンピュータを活用するための技能を身に付けるとともに，情報技術が社会に及ぼす影響を理解し，問題解決においてコンピュータを効果的に活用する。
＜技能・表現＞

・コンピュータにおける情報の表し方や処理の仕組みを理解し，問題解決においてコンピュータを効果的に活用するための科学的な考え方や方法を身に付けるとともに，情報技術が社会に及ぼす影響を理解している。　＜知識・理解＞


② 学習計画及び評価方法等

	月
	単　元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	４月

５月


	１章　情報社会とコンピュータ

１節　情報社会に生きるわたしたち

２節　問題解決とコンピュータの活用
	○情報化の進む社会について知り，わたしたちの生活や身近な問題について考える。

○問題解決の特徴を理解し，情報処理を念頭において問題解決の流れや手順について学ぶ。
	・情報社会の特徴と情報化の進む社会における生活のあり方を考える。

・情報技術の進展が生活に及ぼす影響を学ぶ。

・情報社会における身近な問題と問題解決の特徴を学ぶ。

・問題解決のためのコンピュータ利用方法を学ぶ。

・人間とコンピュータの可能性を考える。

・人間とコンピュータによる情報処理の長所と短所を学ぶ。

・問題解決の基本的な流れと身近な問題解決を考える。

・問題解決実習を行う。

<コンピュータ，インターネット，文書処理ソフトウェア>

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	情報技術の進展が社会に及ぼす影響について関心をもち，具体的に調べようとする。　＜関心・意欲・態度＞

問題解決の手順と用いる手順の違いが結果に影響を与えることに関心をもち，問題解決において適切にコンピュータを活用しようとする。　＜関心・意欲・態度＞
	・授業態度

・サブノート

	
	情報技術の進展が社会に及ぼす影響について考え，情報技術と社会との望ましいあり方について考える。　＜思考・判断＞

問題解決の手順を工夫するとともに，用いる手順を考える。　＜思考・判断＞
	・ペーパーテスト

・サブノート

	
	情報技術の進展が社会に及ぼす影響について情報を収集し，その結果や検討内容を表現する。　＜技能・表現＞

問題解決の手順を明確に記述して実行するとともに，問題解決の手順と用いる手段の違いが結果に影響を与えることを確かめることができる。　＜技能・表現＞
	・サブノート

・実習の作品

	
	情報技術と社会との望ましい在り方について多様な考え方があることを理解している。　＜知識・理解＞

問題解決の手順と用いる手順の違いが結果に影響を与えることと，コンピュータを適切に活用する上で知っておくべきコンピュータによる情報処理の特徴を理解している。　＜知識・理解＞
	・ペーパーテスト

・サブノート

	月
	単　元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	６月
７月

９月
	２章　コンピュータのしくみと働き

１節　コンピュータにおける情報の表現

２節　コンピュータを利用した情報処理

３節　コンピュータ利用の工夫
	○さまざまな情報をコンピュータ上で表すための基本的な考え方を学ぶ。

○コンピュータ内部での処理のしくみについて学ぶ。

○コンピュータを利用したデータ処理における工夫の必要性について学ぶ。
	・アナログからディジタルへの変換を学ぶ。

・数値，文字，音，画像のディジタル化を学ぶ。

・情報量の表現方法を学ぶ。

・人間とコンピュータの機能を考える。
・コンピュータの内部の働きを学ぶ。

・情報処理の基本構造とアルゴリズムを学ぶ。

・並べかえと検索のアルゴリズムを学ぶ。

・コンピュータによるデータ処理の工夫を考える。

・データ収集と集計の工夫を考える。

<複写機，文字コード，ディジタルカメラ，ディジタルビデオカメラ，コンピュータ，音声処理ソフトウェア，画像処理ソフトウェア，動画処理ソフトウェア，表計算ソフトウェア等>

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	コンピュータの仕組みと働きに関心をもち，情報の表し方と処理手順を工夫して課題を解決しようとする。　＜関心・意欲・態度＞
	・授業態度

・サブノート

	
	コンピュータを用いた課題解決において，課題の目的や条件に応じて情報の表し方と処理手順を工夫する。　＜思考・判断＞
	・ペーパーテスト

・サブノート

	
	コンピュータの仕組みと働きを踏まえて，コンピュータを用いた課題解決を行う。＜技能・表現＞
	・実習の作品

・サブノート

	
	コンピュータにおける情報の表し方と処理の仕組みについて基本的な考え方を理解するとともに，情報の表し方と処理手順の工夫の必要性を理解している。
＜知識・理解＞
	・ペーパーテスト

・サブノート

	月
	単　元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	10月
	３章　問題のモデル化とコンピュータの活用

１節　モデル化とシミュレーション

２節　シミュレーションによる問題の解決
	○モデル化とシミュレーションの特徴を知る。

○実習を通じてわたしたちの身のまわりにあるさまざまな現象のモデル化とシミュレーションの方法を学ぶ。
	・モデルの役割とモデル化の方法を学ぶ。

・シミュレーションの役割と留意点を考える。

・確定的な現象のコンピュータシミュレーションを学ぶ。

・確率的な現象のコンピュータシミュレーションを学ぶ。

・プログラムを用いたシミュレーションを行う。

<コンピュータ，インターネット，表計算ソフトウェア>

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	モデル化とシミュレーションの考え方や方法に関心をもち，身のまわりの問題の解決においてモデル化とシミュレーションの方法を適用しようとする。
＜関心・意欲・態度＞
	・授業態度

・サブノート

	
	身のまわりの問題の簡単なモデル化を考えるとともに，シミュレーション結果を評価し，モデル化が適切かどうかを考える。　＜思考・判断＞
	・ペーパーテスト

・サブノート

	
	モデル化とシミュレーションの考え方や方法を用いて身のまわりの問題を解決する。　＜技能・表現＞
	・実習の作品

・サブノート

	
	モデル化とシミュレーションの基本的な考え方や方法を理解するとともに，モデル化の仕方が異なるとシミュレーション結果が異なることを具体的に理解している。＜知識・理解＞
	・ペーパーテスト

・サブノート

	月
	単　元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	11月

12月

１月
	４章　情報の蓄積・管理とデータベース

１節　情報の検索と蓄積・管理

２節　データベースの作成
	○さまざまな情報検索手順の特徴を知り，情報の蓄積・整理の必要性について学ぶ。

○データベースの概念と設計方法について学ぶ。
	・情報検索手段の特徴と情報の蓄積・整理の必要性を考える。

・インターネット上の検索エンジンの特徴と検索方法を学ぶ。

・情報の収集・作成と蓄積・整理の工夫を考える。

・データベースの概念と設計方法を学ぶ。

・表計算ソフトウェアのデータベース機能と，データベース管理システムの概要を学ぶ。

・関係型データベースの概要と基本的なデータ処理を行う。

・関係型データベースの作成の流れと設計を学ぶ。

<電子辞書，百科事典， コンピュータ，インターネット，表計算ソフトウェア，データベースソフトウェア等>

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	情報を蓄積・管理するためのデータベースの概念に関心をもち，情報の蓄積・管理のためにデータベースを活用しようとする。　＜関心・意欲・態度＞
	・授業態度

・サブノート

	
	情報の蓄積・管理・利用目的に応じて必要な機能を考え，データベースの設計を工夫する。　＜思考・判断＞
	・ペーパーテスト

・サブノート

	
	簡単なデータベースを設計し活用する。　＜技能・表現＞
	・実習の作品

・サブノート

	
	情報を蓄積・管理するためのデータベースの概念を具体的に理解するとともに，データベースを設計するときには様々な設計上の観点があることを理解している。
＜知識・理解＞
	・ペーパーテスト

・サブノート

	月
	単　元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	２月

３月
	５章　情報技術の進展と社会の影響

１節　情報技術の進展

２節　情報社会の進展が社会に及ぼす影響
	○情報社会を支える情報技術の役割と問題点を学ぶ。

○人間への配慮や情報技術の進展と社会とのかかわりについて考える。
	・情報伝達の歴史を学ぶ。

・情報技術及び情報通信機器を利用した情報伝達とその進展を学ぶ。

・計測・制御と情報通信の技術を学ぶ。

・インターネットを支える技術を学ぶ。

・情報技術の導入による安全性や信頼性，使いやすさを考える。

・情報社会の光と影，問題点の対処法を考える。

・情報技術と社会との望ましいあり方を考える。

・調査と討論を行う。

<コンピュータ，インターネット，暗号化，電子署名，電子署名，著作権，ロールプレイ，ディベート等>

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	情報社会を支える情報技術とそれを導入する際の配慮事項について関心をもち，情報技術を社会の発展に役立てようとする。　＜関心・意欲・態度＞
	・授業態度

・討論・サブノート

	
	情報通信と計測・制御の技術の社会における活用について考えるとともに，情報技術について人間への配慮や社会に及ぼす影響を考える。　＜思考・判断＞
	・ペーパーテスト

・サブノート

	
	情報社会や情報技術について，情報通信ネットワークなどを活用して情報を収集し，その結果や検討内容を表現する。　＜技能・表現＞
	・実習の作品

・サブノート

	
	情報通信と計測・制御の仕組みを理解するとともに， 情報技術における人間への配慮や情報技術の進展が社会に及ぼす影響を理解している。　＜知識・理解＞
	・ペーパーテスト

・サブノート
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